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中学生議会開催
ほたるの里

8月26日辰野町役場議場にて、議会主催のほたるの里中学生議会が10年ぶりに開催されました。
　このたび、中学生が町政について日頃疑問に思っていることや、豊かな感性を活かした要望や提案などを、
町政に反映するための機会を設けることと、議会を体験することで町政に関心を深めてもらうことを目的と
して中学生議会を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　議会活性化委員長　小澤　睦美

●町情報誌等に学生コーナーを
○とても緊張しましたが、学
校のことを伝えるきっかけ
をつくることができとても
うれしかった。

　コロナ禍を憂慮されるなか開催できたこと
は良かったです。中学生の皆さんが町づくり
に関心を持ち、若者らしい斬新な視点から町

長や担当課長に堂々と質問した姿が印象的であっ
たと思います。キャリア教育の重要性が指摘されている昨今、
今回の試みは町の未来に繋がる収穫があったと感じています。
具体化できる提案については検討したいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　岩田　清

今回の質問を、一緒に検討した中学生の皆さんも傍聴されました。
　・武田　諒也さん　・久保田　漣さん　・加藤　優奈さん
　・村上　拓哉さん　・宮澤　凛さん　　・中谷　純菜さん
　・大野田　慧人さん　（順不同）

◎たつの海周囲のランニングコー
スは年度内に改修予定、照明は
LEDに交換し明るくする。
◎春の５３０運動を、ほたる祭り
後に変更し町民の意識を高める。
◎色が薄くなったグリーンベルト
や古くなった縁石の整備をする。
＊その他、中学生議員の提案や要
望に前向きな取り組みを検討し
ていきます。

小澤 未佑 議員
（辰野中学校）

●ほたる祭りへの町民参加は
○緊張したが町のためになる
ことを考えて実行するのは
とても楽しかった。

吉江 蒼 議員
（辰野中学校）

●ランニングコース等の整備を
○緊張したけど自分の言いた
いことは、はっきり言えて
良かったし、楽しかった。

大平 賢太郎 議員
（辰野中学校）

●街灯を増やしてほしい
○町長さんや課長さんの答弁
を聞いて新しいことを知る
ことでき良い経験になった。

原 千穂里 議員
（両小野中学校）

●温水プールの新設を
○辰野町の政治に関わってい
るという実感がわいて、と
ても楽しかった。

武居 拓夢 議員
（辰野中学校）

●南小学校区にスクールバスを
○緊張した。町に貢献してい
る気持ちになれました。

山内 滉太 議員
（辰野中学校）

●冬のイベントで魅力の発信を
○普段、この場で辰野町が動
いているのだと思うと、とて
もいい経験が出来たと思う。

石﨑 智紗 議員
（辰野中学校）

●老人ホーム入所条件の緩和を
○地域のために、このような
活動に参加させてもらえた
のでうれしかった。

米山 哲平 議員
（両小野中学校）

●ゴミ拾いのイベント化を
○何を望んでいるのか、どの
ような町になってほしいの
か伝えることができ、良い
機会でした。

小澤 侑吾 議員
（辰野中学校）

●サイクリングロードの充実を
○議席に座っている時の緊張
感など、とても良い体験に
なりました。

武井 勇人 議員
（辰野中学校）

●グリーンベルトの設置を
○再質問もとても緊張したけ
れど、議会に参加して、と
ても貴重な体験ができた。

百瀨 僚哉 議員
（両小野中学校）

上段 ●質問内容／下段 ○中学生議員になった感想 （詳細は広報たつの 10月号をご覧ください）

顧問の先生の感想
　初めての経験で生徒は緊張
していましたが、議員の皆様
お一人お一人に生徒をご指導
いただき、生徒たちも安心し

て発表できたようです。生徒の
感想にもありましたが、町のことがどのように
決定しているか見ることができたことに、とて
も意義がありました。この経験を通して生徒た
ちは、まちを作り未来を作ることに興味と関心
を持ってくれたことと思います。ありがとうご
ざいました。
　辰野中学校　キャリア教育担当　清都しのぶ先生

　今回、中学生議会で
発表する機会をいただ
き、全校生徒が地域の
課題について自分も地

域の一員であることを意
識しながら考える良いきっかけになりま
した。自分の力では、直接行えないこと
でも、議会活動を通して自ら声を上げ提
案することによって地域を支える活動に
自分も参加できたと実感できる良い経験
になりました。
　両小野中学校　生徒会担当　田中和彦先生

　自分には縁のないように思っ
ていた議会に参加してみて、大
人になっても忘れることのない
ような貴重な経験ができました。
感謝の気持ちでいっぱいです。

柏原 直哉さん
辰野中学校生徒会長

あいさつ

議長の所感 中学生議員の提案が
実現に向けて動きます。

かしわばらかしわばら なお やなお や おざ  わおざ  わ み　うみ　う よし  えよし  え あおいあおい

はらはら ち　ほ　りち　ほ　り おおだいらおおだいら けん た  ろうけん た  ろう たけ  いたけ  い ひろ むひろ む

いしざきいしざき ち  さち  さ やまうちやまうち こう たこう た よねやまよねやま てっぺいてっぺい

たけ いたけ い はや とはや と

たけ

むらかみ たく や みやざわ りん なか や じゅん な

おお の た えい と

だ や く ぼ た れん か とう ゆう なりょう

お ざわお ざわ ゆう ごゆう ご もも  せもも  せ りょうやりょうや

ほたるの里ほたるの里



2020年11月　たつのまち 議会だより　No.79 3

中
学
生
議
会

９
月
定
例
会
報
告

現
地
調
査

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
性
化
委
員
会

町
民
の
声

中学生議会開催
ほたるの里

8月26日辰野町役場議場にて、議会主催のほたるの里中学生議会が10年ぶりに開催されました。
　このたび、中学生が町政について日頃疑問に思っていることや、豊かな感性を活かした要望や提案などを、
町政に反映するための機会を設けることと、議会を体験することで町政に関心を深めてもらうことを目的と
して中学生議会を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　議会活性化委員長　小澤　睦美

●町情報誌等に学生コーナーを
○とても緊張しましたが、学
校のことを伝えるきっかけ
をつくることができとても
うれしかった。

　コロナ禍を憂慮されるなか開催できたこと
は良かったです。中学生の皆さんが町づくり
に関心を持ち、若者らしい斬新な視点から町

長や担当課長に堂々と質問した姿が印象的であっ
たと思います。キャリア教育の重要性が指摘されている昨今、
今回の試みは町の未来に繋がる収穫があったと感じています。
具体化できる提案については検討したいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　岩田　清

今回の質問を、一緒に検討した中学生の皆さんも傍聴されました。
　・武田　諒也さん　・久保田　漣さん　・加藤　優奈さん
　・村上　拓哉さん　・宮澤　凛さん　　・中谷　純菜さん
　・大野田　慧人さん　（順不同）

◎たつの海周囲のランニングコー
スは年度内に改修予定、照明は
LEDに交換し明るくする。
◎春の５３０運動を、ほたる祭り
後に変更し町民の意識を高める。
◎色が薄くなったグリーンベルト
や古くなった縁石の整備をする。
＊その他、中学生議員の提案や要
望に前向きな取り組みを検討し
ていきます。

小澤 未佑 議員
（辰野中学校）

●ほたる祭りへの町民参加は
○緊張したが町のためになる
ことを考えて実行するのは
とても楽しかった。

吉江 蒼 議員
（辰野中学校）

●ランニングコース等の整備を
○緊張したけど自分の言いた
いことは、はっきり言えて
良かったし、楽しかった。

大平 賢太郎 議員
（辰野中学校）

●街灯を増やしてほしい
○町長さんや課長さんの答弁
を聞いて新しいことを知る
ことでき良い経験になった。

原 千穂里 議員
（両小野中学校）

●温水プールの新設を
○辰野町の政治に関わってい
るという実感がわいて、と
ても楽しかった。

武居 拓夢 議員
（辰野中学校）

●南小学校区にスクールバスを
○緊張した。町に貢献してい
る気持ちになれました。

山内 滉太 議員
（辰野中学校）

●冬のイベントで魅力の発信を
○普段、この場で辰野町が動
いているのだと思うと、とて
もいい経験が出来たと思う。

石﨑 智紗 議員
（辰野中学校）

●老人ホーム入所条件の緩和を
○地域のために、このような
活動に参加させてもらえた
のでうれしかった。

米山 哲平 議員
（両小野中学校）

●ゴミ拾いのイベント化を
○何を望んでいるのか、どの
ような町になってほしいの
か伝えることができ、良い
機会でした。

小澤 侑吾 議員
（辰野中学校）

●サイクリングロードの充実を
○議席に座っている時の緊張
感など、とても良い体験に
なりました。

武井 勇人 議員
（辰野中学校）

●グリーンベルトの設置を
○再質問もとても緊張したけ
れど、議会に参加して、と
ても貴重な体験ができた。

百瀨 僚哉 議員
（両小野中学校）

上段 ●質問内容／下段 ○中学生議員になった感想 （詳細は広報たつの 10月号をご覧ください）

顧問の先生の感想
　初めての経験で生徒は緊張
していましたが、議員の皆様
お一人お一人に生徒をご指導
いただき、生徒たちも安心し

て発表できたようです。生徒の
感想にもありましたが、町のことがどのように
決定しているか見ることができたことに、とて
も意義がありました。この経験を通して生徒た
ちは、まちを作り未来を作ることに興味と関心
を持ってくれたことと思います。ありがとうご
ざいました。
　辰野中学校　キャリア教育担当　清都しのぶ先生

　今回、中学生議会で
発表する機会をいただ
き、全校生徒が地域の
課題について自分も地

域の一員であることを意
識しながら考える良いきっかけになりま
した。自分の力では、直接行えないこと
でも、議会活動を通して自ら声を上げ提
案することによって地域を支える活動に
自分も参加できたと実感できる良い経験
になりました。
　両小野中学校　生徒会担当　田中和彦先生

　自分には縁のないように思っ
ていた議会に参加してみて、大
人になっても忘れることのない
ような貴重な経験ができました。
感謝の気持ちでいっぱいです。

柏原 直哉さん
辰野中学校生徒会長

あいさつ

議長の所感 中学生議員の提案が
実現に向けて動きます。
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●民生費
問　町社協への委託料の項目が多いが総額は。
答　3,600 万円ほどである。
問　プレミアム付商品券の購入者が27%と低いが。
答　子育て世帯と低所得者に限定したためである。

●教育費
問　分館改修工事補助金の内容は。
答　上平出コミセンの屋根補修と小野山口集会所の

トイレ洋式化工事への補助。

●土木費
問　がけ地近接等危険住宅移転事業補助金とは。
答　レッドゾーンにある建物の取り壊しや移転に補

助する。補助申請は 2 年前から手続きが必要。
問　北沢東工業適地の用地対策の進展は。
答　遺跡発掘調査の報告書作成までが事業。まだ、

最低 3 年かかる。

●総務費
問　防災無線の電気料とは。
答　中継局 4 局、子局 50 局と空調費。

●衛生費
問　清掃費の上伊那広域連合負担金が昨年度比で 1

億円減少した理由は。
答　新ごみ処理場の建設費支払い分が減少した。
問　よりあい事業補助金の未申請区の対応は。
答　17区中6区で未申請。地区担当職員で取り組む。
問　マイナンバーカードの普及は。
答　8/31 現在、21.61%（県下 5 位）。国目標は

令和 4 年 3 月末 100% 普及。

●商工費
問　企業相談員の活動状況は。
答　製造業を対象に企業訪問を行い、企業データを

蓄積しガイドブックを作製。企業マッチング等
に生かし、事業継承の相談にも応じる。

問　ホタル育成基金の現状は。
答　目標額はないが大型工事等の財源にし、ほたる

祭りの費用にも充てたい。

●農林水産業費
問　かやぶきの館の照明設備購入とは。
答　当初予定の LED 資産残存分 110.9 万円を買い

取る。
問　県森林づくり県民税の活用は。
答　森林所有者以外の納税から、公園の木製手すり

や木製看板など多くの人に還元していく。

●消防費
問　消防団ポンプ操法大会等の訓練取りやめの影

響は。
答　寂しいという声や家族の好意的な声がある。機

関訓練等の実施訓練を町民に周知することが
課題。
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令和元年度決算
 ～ 一般会計・特別会計・企業会計すべての会計で黒字 ～
◇ 7 月臨時会　7月 15日開催　・審査議案 2件（令和 2年度補正予算 2件）
◇ 9 月定例会　8月 31日～9月 17日（18日間）開催
　【本　会　議】〇議案審議 8/31・9/17　〇一般質問 9/8・9/9
　【常任委員会】〇総務産業／福祉教育常任委員会 9/10・9/11　〇現地視察 9/14

〇令和元年度決算表（議案 1号～ 12号）　　　　　　　　　　　　　　　　（千円単位は四捨五入）
　　　　　区　分
一般会計
特別会計（9事業　国保他）
企業会計（2事業　辰野病院他）

　　  歳　入
92億 4,379 万円
59億 3,048 万円
25億 2,045 万円

　　  歳　出
86億 9,800 万円
55億　381万円
24億 7,595 万円

　  形式収支
5億 4,579 万円
4億 2,667 万円
　　4,449 万円

全会一致で

認定

令和元年度一般会計歳出目的別内訳

歳　出
86億9,800万円
（千円単位は四捨五入）

民生費
23億1,481万円
26.6％

民生費
23億1,481万円
26.6％

土木費
11億1,532万円
12.8％

土木費
11億1,532万円
12.8％

教育費
16億1,667万円
18.6％

教育費
16億1,667万円
18.6％

総務費
9億5,542万円

11.0％

総務費
9億5,542万円

11.0％

衛生費
8億5,576万円

9.8％

衛生費
8億5,576万円

9.8％

商工費
4億5,290万円
5.2％

商工費
4億5,290万円
5.2％

農林水産業費
3億788万円
3.5％

農林水産業費
3億788万円
3.5％

消防費
2億7,713万円

3.2％

消防費
2億7,713万円

3.2％
公債費　7億571万円　8.1％公債費　7億571万円　8.1％

議会費　7,828万円　0.9％議会費　7,828万円　0.9％
災害復旧費　1,813万円　0.2％災害復旧費　1,813万円　0.2％
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＜住民向け支援＞
○プレミアム付商品券事業（1 億 760 万円）
　・プレミアム率 50%、1 世帯 10 万円（10 セッ

ト）まで

○役場衛生確保事業（1,017 万円）
　・庁舎内トイレの洋式化、乾式床改修
○新生児特別定額給付金（1,010 万円）
　・令和 2 年 4 月 28 日以降に出生した新生児へ

1 人 10 万円
○避難所の感染症対策（531 万円）
　・段ボールパーテーション、室内テント、ベッド

整備
○公民館他公共施設の感染症対策（249 万円）
　・強制換気の大型扇風機を設置

＜学校・保育園向け支援＞
○オンライン教育環境整備事業（1 億 7,579 万円）
　・GIGA スクール構想。小中学校児童生徒全員に

タブレット 1 人 1 台整備
○町内小中学校トイレ清掃事業（546 万円）
　・小中学校 108 カ所清掃・消毒業務委託
　　（週 2 回）
○学校施設コロナ対策環境整備事業（349 万円）
　・西小手洗器改修工事、辰中換気扇設置工事等
○学校施設衛生確保事業（655 万円）
　・川島小職員トイレ、南小体育館トイレ改修工事
○保育園のコロナ対策環境整備事業（185 万円）
　・3 歳以上児室、遊戯室への空調設置
　　（小野保、東部保、羽北保）

＜事業者向け支援＞
○指定管理者事業継続支援金（2,600 万円）
　・休業中や不採算期間の維持管理費（人件費除

く）や感染対策費用を 50 万円～ 1,000 万円
限度で定率支援

○指定管理施設衛生確保事業（110 万円）
　・たつのパークホテル男女浴室トイレの洋式化

改修

○医療体制確保整備支援金事業（30 万円）
　・町内の接骨院・整骨院へ医療体制継続や感染防

除の資材購入費の一部支援金　1 件 5 万円

＜その他＞
○テレワーク環境構築事業（1,085 万円）
　・職員テレワーク環境整備（認証システム、リ

モートアクセスライセンス他）
○商工業振興資金利子補給と保証料事業
　（3,000 万円）
　・商工業振興資金の利子補給と保証料補助
○ガンバル町内商店応援事業（3,000 万円）
　・ほたるマイカードポイント 10 倍付与
○辰野町あすのプロジェクト事業（270 万円）
　・商工会の「あすのプロジェクト」への負担金
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あすのプロジェクト

たつのパークホテル

プレミアム付商品券

令和 2年度一般会計補正予算
～新型コロナウイルス対策や7月豪雨災害対策が主なもの～

総額 5億 2,303万円

全会一致で

可決
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●豪雨災害復旧補正予算を可決
　　～総額 6,625 万円～
○ 7 月豪雨災害復旧費
　・農業用施設等復旧工事　（666 万円）
　・林道施設等復旧工事　　（1,299 万円）
　・道路河川復旧工事　　　（1,700 万円）
　・林道西部線復旧工事　　（2,370 万円）
○災害対応電気自動車の購入　1 台（590 万円）

●その他の審査結果

付議事件名 主な内容 本会議審査

令和 2 年度辰野町事業会計補正予算 上水道（排水施設改良）、下水道（建設改良） 可決（全員）

令和 2 年度辰野町特別会計補正予算 国保（繰越金繰入）、介護保険（繰越金繰入） 可決（全員）

令和元年度町道 74 号線工事請負契約の変更 崩落土砂撤去工等の増工による契約金額変更 可決（全員）

人
事
案
件

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
任期満了による再任用の推薦
　　　　　　 （荒井佳世子氏・塚間大治氏）

同意（全員）

辰野町教育委員会教育長の任命 任期満了による再任用の推薦（宮澤和德氏） 同意（全員）

辰野町教育委員会委員の任命 任期満了による再任用の推薦（垣内由佳氏） 同意（全員）

固定資産評価審査委員会委員の選任同意 任期満了による新任用の推薦（石川あけみ氏） 同意（全員）

財産の取得 児童・生徒 1 人 1 台タブレット端末取得 可決（全員）

報告
事項

令和元年度財政指標等の報告 財政健全化判断比率は財政基準を満たす －

専決処分の報告 公用車の損害賠償事故（1 件） －

「私たちはこのように討論し、判断しました。」

【請願・陳情等について】 委員会
審　査

本会議
採　決

意見書
提　出

陳情第 11 号

種苗法「改正」の中止を求める陳情
　　　（提出者）

　上伊那農政対策委員会　委員長　　　　　御子柴茂樹
　上伊那農業協同組合　　代表理事組合長　御子柴茂樹

総務
産業 採択 採択

（全員） あり

陳情第 12 号 上伊那の高校再編対象校の速やかな公表を求める陳情書
（提出者）高校再編を考える上伊那の会　　代表　宮下与兵衛

福祉
教育 採択 採択

（全員） あり

陳情第 13 号 種苗法「改正案」の廃案を求める陳情書
（提出者）上伊那農民組合　　代表者　竹上一彦

総務
産業 採択 採択

（全員） あり

陳情第 14 号
国に対して「すべての医療機関・介護事業所への緊急財政支援
を求める意見書」の提出を求める陳情書

（提出者）上伊那社会保障推進協議会　　代表者　小林伸陽

福祉
教育 採択 採択

（全員） あり

－
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について（依頼）

（提出者）長野県町村議会議長会　　会長　下平豊久

総務
産業 採択 採択

（全員） あり
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令和元年度はどんな事業を行ったの？令和元年度はどんな事業を行ったの？
実施された主な事業箇所を視察し、いずれも全員一致で認定すべきものと決しました。

総務産業常任委員会 ・ほたる童謡公園１、２号水路泥溜め設置工事
・公園施設長寿命化対策工事（荒神山球場/ほたるドーム）
・社会資本整備総合交付金事業　町道１５５２号線ほか

・辰野西学童クラブ建設工事
・荒神山スポーツ公園受変電設備更新事業
・スポーツ振興くじ助成金事業　トレーニング機器、備品購入（アラパ）

福祉教育常任委員会

現地調査

荒神山球場

ほたる童謡公園

ほたるドーム

町道１５５２号線

春日街道先線

荒神山の受変電設備

辰野西学童クラブ たつの未来館 アラパ



2020年11月　たつのまち 議会だより　No.798

中
学
生
議
会

９
月
定
例
会
報
告

現
地
調
査

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
性
化
委
員
会

町
民
の
声

委員会レポート総務産業
常任委員会 委員会レポート総務産業
常任委員会

　9 月 10、11 日、町長以下担当職員出席の下で
審議し、14 日現地調査を行いました。

◆上水道事業会計
問　改良が必要な施設は。
答　施設はほとんど昭和のもので、耐震性はほとん

どない。重要幹線の改良と、耐震化に着手して
いる。

問　現金預金が５億円あり、経営は順調と見てい
いか。

答　耐震化に大きな費用が掛かるので、財源を見な
がら進めて行きたい。

◆簡易水道特別会計
　令和２年度から町上水道会計に統合されるため、
元年度歳入歳出差引残高は上水道会計に引継ぎにな
る等の説明がありました。
問　クリプトスポリジウム菌（※）対策は。
答　万が一発生した場合には、数日以内に対応でき

る。外構などについては地元が負担で合意して
いる。

問　令和２年度からの水道会計統合に向け、元年度
から料金が統一されたが、問題なかったか。

答　特に問題は起きていない。
※クリプトスポリジウム菌：消化管などに寄生する
原虫で、下痢、腹痛、嘔吐などを発症する。地表水
を水道の原水にしている場合など、野生生物の糞便
等により汚染の可能性があるとされている。強い塩
素耐性を持つため、ろ過や紫外線殺菌による除去を
行う。

特別会計決算審議

◆公共下水道特別会計
◆特定環境保全公共下水道特別会計
　令和２年度から地方公営企業法適用となり、農集
排を含めて３会計の差引残高は公共下水道へ引継と
なる等の説明がありました。
問　下水道事業３会計で４億円の引継ぎになるが。
答　大きな設備投資に必要な資金で、金額としては

少ない。起債償還のピークは過ぎた。
問　元年度決算は１億円の黒字となったが、評価は。
答　元年度は大きな設備投資が無かったが、故障等

により急に施設更新が必要になる場合があり、
財政の適正規模について検討が必要と考える。

 意見 　将来設備投資予算は膨れるが、これに充て
る留保財源が不十分だ。住民の理解を得な
がら留保財源をいかに備えていくかが課題
ではないか。

◆農業集落排水特別会計
　令和２年度に公共下水事業会計に統合するための
会計処理等について、説明がありました。
　特に質疑はありませんでした。

◆地域情報告知システム特別会計
　加入率 34％で加入件数は 2,878 件。システム
リースが終了したため、一般会計からの繰り入れが
不要となり、黒字の中から 526 万円を基金に積み
立て、基金残高は約 870 万円に。告知システム終
了時の費用を 1,500 万円見込み、あと 2 年かけて
積み立てる予定等の説明がありました。

辰野北部排水処理施設（今村）

小野水処理センター
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させることや、種子の独占や市場の寡占化が進み農
家や消費者の選択肢を狭めること、海外での無断増
殖を防ぐには本改正でなく海外での品種登録が必要
なこと、などを指摘しています。
　審議では、「育成者の権利を守る事は必要だが改
正案では問題が残る。もっと議論し、出来るだけ良
い制度にすべき。」「農業は地方の基幹産業として
守っていく事が必要。」「資金力のあるものが権利
を買い占める恐れがある。」などの意見が出されま
した。

■コロナ危機に地方財源確保を
　長野県町村議長会から出された「新型コロナに伴
う地方財政悪化に対して地方の税財源の確保を求め
る意見書採択の要請書」については、「新型コロナ
対策事業の支出が増える一方、地方税など減収が予
想されるので、要望に賛成」などの意見が出されま
した。

　以上３件は、全員一致で採択すべきと決しました。

■種苗法「改正」中止を
　上伊那農協・上伊那農政対策委員会から出された

「種苗法『改正』の中止を求める陳情」と、上伊那
農民組合からの「種苗法『改定案』の廃案を求める
陳情書」について、併せて審議しました。
　陳情は改定案の問題点として、農家のタネ取り（自
家増殖）の権利を制限して農家に大きな負担を生じ

■基本構想審議会条例の一部改正
　同審議会の目的に計画の進行管理、施策の効果検
証、行財政改革推進の一体的審議を加え、行革委員
会を廃止する、という説明がありました。
問　審議会委員を３名増員する目的は。
答　向こう 10 年を見越した計画にするため、子育

て世代や女性委員の増員、外部の有識者の登用
など、広く意見を求めるための増員。

 意見 　個別計画の策定・変更について、審議会で
は全体的な整合性や、ＳＤＧｓとの連携に
ついても審議すべきではないか。

　条例案は、可決すべきと決しました。

特別会計決算審議

陳情・請願等審査

条 例 審 査
問　システム更新の見通しは。
答　使用している事業者のサービスが 2022 年と

2026 年に終了となる。そこで新しい基地局に
して継続するか、止めるかの選択になる。

 意見 　議会からの提案も受けて今後のシステム構築
についての検討が始まったが、サービス終了
までには時間的猶予があるので、新しいサー
ビスも含めて十分な調査研究が必要だ。

　特別会計決算の６議案は、認定すべきと決しました。

収穫を迎えたリンゴ畑

情報告知端末
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特別会計決算審議

　9 月 10、11 日、教育長以下担当職員出席の下
で審議し、14 日現地調査を行いました。

◆国民健康保険特別会計
　「国保健康ポイント事業」を開始し、健康づくり
の推進に努めた。町では保険料の値上げを行わず、
基金の取り崩しはなかった。保険給付費では、高額
医療費が増加したため一般診療費が 7,700 万円増
となり一人当たりの医療費が県内で 6 番目の高額
となった。医療費抑制のため特定検診を増やし、健
康教室を推進する。

◆国民健康保険診療所特別会計
　第一診療所の患者数は 239 人で 28 人の減、川
島診療所の患者数は 155 人で 41 人の減となり、
後期高齢者のみの診療収入となった。
　国の交付税による国保会計からの繰入れにより黒
字決算になった。
問　今後の診療所経営についての考えは。
答　担当医師から、辞める 1 年前には言ってもら

うことになっている。継続の方法を考えている。

◆後期高齢者医療特別会計
　75 歳以上の後期高齢者及び 65 歳以上の障がい
認定者の保険料徴収を市町村で行い負担金として
県へ納付するもので保険料と一般会計繰入で賄っ
ている。収納率は、現年度分 99.8%、過年度分
66.3%、全体で 99.7% だった。国保税滞納者が後
期高齢者になり、滞納してしまうケースが多い。被
保険者は、4,045 人で 69 人の増となり、今後ます
ます被保険者数の増加が見込まれる。

◆辰野病院事業会計
　診療収入のうち、医業収益では入院・外来収益と
もに増収となった。病床利用率は好調に推移し、外
来収益も患者数の伸びもあり増収となった。また、
医療報酬が多い地域包括ケア病床を増やし、訪問診
療を派遣の医師により行い増収につなげた。経費に
ついては、職員の給与費は増額となったが、材料
費・減価償却共に減少した。診療材料の見直しや倉
庫の整理により、1,000 万円の経費削減ができた。
医業費及び医業外費用を含めて相対では 0.7％増と
なったが、収益差し引きで黒字決算となった。
問　一般会計繰入金は。
答　4 億 6,700 万円で、前年度比 1,000 万円の減

額となった。

◆介護保険特別会計
　介護保険サービスは、在宅と施設を合わせて、
25,580 件の利用があった。介護予防・日常生活支
援総合事業を中心に地域支援事業を継続実施して
きた。
問　認知症初期集中支援チーム委託内容は。
答　伊那神経科病院の医師・看護師や作業療法士な

どがチームとなり、医療機関につなげている。
問　保険料滞納による、介護サービス利用時の滞納

措置対象者は。
答　滞納措置対象者は、いなかった。

　特別会計決算の５議案は、認定すべきと決しました。

町立辰野病院

第一診療所
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条 例 審 査

◆辰野町再生可能エネルギー発電施設の設置及び
　維持管理に関する条例の制定
　現在、ガイドラインに基づいて運用している。問
題が生じる場合が想定されることから、災害の防止・
良好な景観と生活環境保全を図り、町民の安全で安
心な生活を確保する目的として一定の規則を設ける
ための条例を制定。
　条例施行日以降に事業区域で造成工事または、基
礎工事を着手する再生可能エネルギー発電施設につ
いて適用。

陳 情 審 査 町長への要望を提出

問　 ガ イ ド ラ イ ン の 10kW 以 上 が、 条 例 で は
30kW 以上となっている理由は。

答　家庭での太陽光発電の性能が良くなり、30kW
が主流になっている。また、10kW 以上にし
た場合、地域住民への説明が頻繁に行われるこ
とから、住民負担が増える。

問　禁止区域にハザードマップ浸水想定や水害など
の危険区域が入っていない。水害に遭った場合
の責任先は。

答　水害などの想定外なものも、規則に追加する。
問　廃止後の撤去費用を外部積立すべきでは。
答　国による売電費用の中から積立てる制度の予定

がある。今回は明記しない。
問　悪質な業者への罰則明記は。
答　状況を見て改正も考える。

　条例案は、可決すべきと決しました。

■上伊那の高校再編対象校名の速やかな公表を
　求める陳情書
・子どもたちが行きたくなる学校をつくるべき。速

やかに校名を公表し、子どもを含めた議論を行う
べき。

■国に対して「すべての医療機関・介護事業所への
　緊急財政支援を求める意見書」の提出を求める
　陳情書
・常任委員会で行った事業者アンケートでも減収に

ついての支援の要望があった。
・医療・介護事業所には早急に支援を行うべきと考

えるので賛成。福祉事業所等に支援の幅を広げる
べき。

　以上 2 件は、全員一致で採択すべきと決しました。

たつの未来館アラパ　　　　
　　運営業務検証の充実を

　健全な運営、業務内容などのチェック機能を
持つ、第三者による管理運営委員会や利用者会
議の設置を図り、施設管理の条例や規則等をよ
り町民に開かれたものに充実させ、実施される
ことを要望する。

 町長 　利用者を含めた検討会や荒神山スポー
ツ公園各施設の連動、公園全体の運営
を検討する組織が必要。公園に対する
何らかの組織を設けたい。運営協議会
等の条例、もしくは規則に位置づけら
れた第三者が参加する方向で設置する
よう検討する。

太陽光発電パネル
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10 名の議員が質問

・全ての項目はホームページで閲覧できます。
・質問は「辰野町第五次総合計画後期基本計画」の
「将来目標」の項目に沿って区分けしています。

一般質問には１０名の議員が登壇いたしました。そ
れぞれ違った視点から町に問いかけておりますの
で、ぜひ各議員の内容をご覧ください。

新型コロナウィルス感染症に関する質問
新型コロナウイルス禍の中、辰野病院の役割について 池田 P12
新型コロナウイルス感染症に関する課題について 向山 P14
コロナ禍においての妊産婦や新生児への支援について 津谷 P14
高齢者の外出自粛生活の状況での認知症予
防・介護予防等の取り組みについて 瀬戸 P16

新型コロナウイルス感染症による辰野病院
の現状とその対応、対策について 山寺 P16

新型コロナウイルス感染対策について 吉澤 P17
豊かな自然を守るまち

板沢地区への最終処分場建設計画について 向山 P14
町内におけるごみ処理をめぐる課題について 向山 P14
辰野町役場景観計画の中での歩道の樹木、
花壇の管理について 山寺 P16

健やかな笑顔あふれるまち
荒神山スポーツ公園活性化について 池田 P12
持続可能な食育について 津谷 P14
公園の新設について 舟橋 P15

「川島小学校存続問題」に見る川島地区の
移住定住政策について 小澤 P15

エアコン購入補助について 瀬戸 P16
安心した出産ができるための支援について 瀬戸 P16
インフルエンザ予防接種費用の助成対象者拡充について 瀬戸 P16

安心・安全なまち
災害に対する避難所の安全性の再確認ついて 松澤 P13
自然災害時の町の対応と予防への取り組みについて 樋口 P13
誰一人取り残さない防災について 津谷 P14
ピロリ菌検査・除菌について 津谷 P14
安心して子供を預けられる、ゆとりを持っ
た保育園運営について 瀬戸 P16

公共施設の安全・利便性向上について 吉澤 P17
仕事に活力と魅力があるまち

森林整備・林業振興について 向山 P14
「つながり人口創出」事業について 小澤 P15

明日を担う人材と文化を育むまち
辰野町の未来の小中学校像について 樋口 P13
中学生議会の成果について 向山 P14
３年目の終了を迎える「川島小学校存廃問題」について 小澤 P15

行政改革の推進によるまちづくり
指定管理制度と町直営の課題について 池田 P12
女団連からの要望について 松澤 P13
たつの未来館アラパの今後について 樋口 P13
テレワーク環境について 舟橋 P15
辰野町公式 LINE アプリの活用について 舟橋 P15
免許返納者への支援について 吉澤 P17
辰野町霊園の改善について 吉澤 P17

池い
け
田だ 

睦む
つ
雄お 

議
員

新型コロナウイルス
感染症への辰野
病院の役割は

 町長 
検査体制を整備し
町民の健康を守る

 町長 　院内感染防止に努め町民の健康を守ってい
く。医療、介護従事者には感謝したい。
 問 　抗原検査導入のねらいは。
 事務長 　季節型インフルエンザと区別しにくく、
安心して診療を受けてもらうため。
 問 　検査装置と検査体制は。
 事務長 　「定量検査機」を 10 月中に導入、それま
では「簡易キット」で対応。検査技師は現状のまま
で増員しない。
 問 　検査の対象者は。
 事務長 　自覚症状者を医師の判断で検査する。無
症状者は検査能力を超すため対象外。

　荒神山スポーツ公園の活性化は
 問 　中学生議会の「スポーツの町に」を受けての
感想は。
 町長 　スポーツの持つ力を信じ、スポーツを見つ
め直し掘り起こしたい。
 問 　「たつの海」の水を入れ替え観光場所としては。
 課長 　沢底川からポンプアップし経費が掛かる。
町民の声が出れば考えたい。

　指定管理者制度と町直営の課題は
 問 　指定管理費の総額と一般会計の負担率は。
 課長 　令和 2 年度予算は 12 事業で総額 8,083 万
円、一般財源の 1.1%。
 問 　施設の老朽化対策と多様なニーズにどう応え
るか。
 課長 　指定管理者と町で一定額を決め施設修繕し
ている。多様なニーズには指定管理者の意見を取り
入れ関連条例改正も含め対処する。継続性が見込め
ない施設は廃止も考える。
 要望 　施設利用者アンケートや利用実態調査を評
価に加えることを要望する。

初秋のたつの海
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避難所の安全性の
判断と誘導指示を
どう考えるか

 町長 
町の発信する情報に
従い避難してほしい

未来の
小中学校の姿は

 町長 
地域にあった
学校づくりを目指す

　辰野町未来の小中学校像は
 問 　チャレンジ 3 年間の成果は。
 町長 　移住定住政策を展開して一定の成果をみた。
 問 　誰一人として取り残さない教育とは。
 教育長 　子どもたちの個性を伸ばすために少人数
学習、教科担任制など取り入れている。子どもたち
の個性を把握して、学びを提供したい。
 問 　新しい学校づくりへの考えは。
 教育長 　コロナ禍で社会が大きく変化する中、学
校の存在意味を考えた。町にあった学校のあり方を
考えたい。
 提案 　校舎併
設型小中一貫校
に向けて検討を
始める時期。若
い世代の声が反
映する機会を設
け、子どもに選
ばれる学校づく
りを提案する。

　今後のたつの未来館アラパは
 問 　アラパ検討委員会の結果は。
 課長 　２回の検討委員会を開催。現状の問題を検
討した。それらの意見を踏まえて次年度指定管理に
向けて進めていきたい。
 問 　指定管理後の地域おこし協力隊の立ち位置は。
 課長 　アラパに居なくても何らかの形で出張アラ
パは続けたい。
 要望 　地域包括ケアシステムの中で町民の健康増
進が目的のアラパとして運営の検討を要望する。

　災害発生時の対応と予防
 問 　町民からの情報提供の必要性は。
 課長 　情報の提供はありがたい。電話等での情報
提供をお願いしたい。
 問 　町民の情報提供用アプリは。
 課長 　防災情報ステーションや町の公式ＬＩＮＥ
アプリにも情報提供する機能はある。
 要望 　事前に危険を取り除く取り組み、積極的な
攻めの防災を要望する。

 問 　町内の避難所は、各種災害すべてに安全が保
障されているわけではないので、誘導判断が大切だ
と思うが。
 町長 　町内には 84 カ所の避難所がある。しかし、
地震、洪水、土砂災害への適否を、それぞれに判定
しているため、別の地域への避難をお願いすること
もある。地元の集会所が避難所だと思い込むことな
く、町の発信する情報に注意して避難してほしい。
 問 　今回の非常用持ち出し品や備蓄品リストには
女性の声が大きく反映されていた。女性の参画を
さらに進めるためにも、避難所開設や段ボールベッ
ドの組み立てなど、赤十字奉仕団と協力していく予
定は。
 課長 　奉仕団や消防団との連携をより深めるため
にも、早急に訓練の実施を検討する。

　高齢者の移動手段は
 問 　デマンドタクシーの受付時間に、ゆとりを持
たせられないか。
 課長 　デマンドタクシーは、受付から運行ルート
の設定までを行政で行い、運行事業者に委託する仕
組みである。運行事業者に相談してはみたが、これ
以上受付時間等の拡大は難しい。
 問 　デマンドタクシーの改革が無理なら、5 年後
の団塊世代の移動手段に対して、どう考えているか。
 課長 　地域の皆さんと地域ケア会議を開催して、
今後の移動手段を考えていきたい。松本市新村地区
のような地域から立ちあがったシステムが構築でき
るのがいいと考えている。

子どもに選ばれる学校

奉仕団の訓練
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コロナ禍における
新生児や妊産婦
への支援は

クリーンセンター
たつのの解体工事は

 町長 
町独自で新生児に
1人 10万円を支給

 町長 
長年の地元のご理解・
ご協力に深く感謝

　誰一人取り残さない防災は
 問 　避難させることに迷わない判断や情報発信は。
 課長 　気象情報や、土砂災害情報と共に職員等が
確認した現地の状況などを総合的に検討し判断す
る。少しでも命の危険性があれば躊躇せず避難指示
の発令することを基本に判断する。
 問 　災害時において、救急医療等を迅速に行うた
めに、個人情報等を QR コード化する考えは。
 課長 　上伊那地域包括医療協議会において、上伊
那地域全体で統一した導入を検討中。
 問 　ライフラインの確保が難しい環境や、避難所
の感染症対策の一つとして液体ミルク導入を要望す
る。体験モニターや試飲等による周知の考えは。
 課長 　保健師が赤ちゃん訪問の際に配布して周知。
各家庭での備蓄
として検討して
もらう仕組みを
つくる。
 問 　総合防災
訓練の総括は。
 課長 　様々な
課題が見えてき
た。 段 ボ ー ル
ベ ッ ド や パ ー
テーションを多
くの方に体験し
てもらう。今後、
防災運動会なども検討していく。

　持続可能な食育は
 問 　第 2 次辰野町食育推進計画の取り組みは。
 課長 　辰野町健康づくり推進計画と一体的な計画
にした。乳幼児期から高齢期のライフステージごと
に着目した目標を設定し取り組んでいる。
 問 　小中学校の給食での地産地消率は。
 課長 　昨年 6 月の調査では県内産 42.7%、このう
ち町内産 16.3%。11 月は県内産 53.4%、町内産
25.5% だった。
 問 　家庭での啓発や、大人の食育推進は。
 課長 　家庭の味や地域に伝わる郷土食、行事食は
日本の文化を知る上でも大切。関係者の協力を頂き
ながら推進していく。

 問 　工事に関し協議すべき事情が生じた場合は。
 課長 　地元の目線に立ち、速やかに広域連合との
協議が行えるよう進めていく。

　板沢最終処分場問題、町民へ現状の情報を
 問 　問題が明らかになってから 4 年。この間の経
過・事実を、町民の皆さんへまとめて、きちんと伝
えていくことが必要ではないか。
 課長 　あらゆる機会に情報提供をしていきたい。

　新たな森林経営管理制度に向け、担い手確保を
 問 　森林環境譲与税を活用した森林整備の計画は。
 課長 　町への管理委託について森林所有者の意向
調査を行うために、台帳整備等を進めていく。
 問 　町が担うべき森林施業は大きく広がる。森林
施業事業者や作業員確保のための施策を。
 課長 　担い手は広域的な確保、育成が必要。林業
に特化した新たな補助事業は今後必要と考える。

　新型コロナ感染者等に対する差別・中傷の防止を
 町長 　ホームページやほたるチャンネルなどで機
会あるごとに広く伝え、意識の醸成、共有を図る。
 問 　小中学校、保育園で感染者が出た場合の対応は。
 教育長 　町独自の対応マニュアルを作成した。児
童・生徒の安全確保を最優先に対応する。

　中学生議会の成果と今後についてどう考えるか
 町長 　町のことを真剣に考え、新しい発想を持っ
ていると再認識。次回計画があれば最大限協力する。
 教育長 　中学生が町のことを本当に考えていると
思った。中学としては毎年続けられると厳しい。

半世紀に及ぶ使命を終えたクリーンセンター
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総合防災訓練
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町の
テレワークへの
考えは

 町長 
考慮すべき課題はあるが
積極的に活用していく

令和3年度全校で
9名の川島小学校
の今後の方針は

 町長 
来年 1月末をめどに
考えをまとめたい

　3 年目の終了を迎える「川島小学校存廃問題」
 問 　平成 30 年 2 月に出した辰野町小中学校の今
後に対する教育委員会の見解の中で、川島小学校は
提言のとおり、「統合の対象として準備を進める必
要があると結論を出さざるを得ない」とした方向性
について、変更はないか。
 教育長 　町内小中学校あり方検討委員会は、20 名
の委員で構成し、約 1 年余り議論し提言をまとめた。
当時の検討委員会が子どもたちの学びを考えると、
やむなしとした結論は、今でも大事にしたいと考え
ている。
 問 　チャレンジ期間の 3 年まで残すところ半年余
りとなり、川島小学校の児童数は全校で令和 2 年
度 12 名、令和 3 年度 9 名の予定。早急に、総合
教育会議を開催し、教育委員会の見解に基づき、川
島小学校の統合につき検討すべきと思うが。
 町長 　川島小学校だけでなく、町全体の学校教育
の将来像を考えている。一つの方向性を見極めるの
は、つらく厳しい試行錯誤ではあるが、遅くも年明
けの 1 月末をめどに考えをまとめたい。

　「つながり人口創出」事業とは
 問 　長野県が川島地区で、移住定住政策として行
う「つながり人口創出実証実験」とは、どのような
内容か、また町はどのような関与を行うのか。
 課長 　川島そばのブランド化プロジェクト、薬膳
カフェの後継者発見プロジェクト、都市圏からのモ
ニターツア等が事業内容である。町も進捗状況を確
認しながら共にプロジェクトを推進していく。

　その他の質問
・川島地区における移住定住政策について
・小規模特認校制度の効果について

 課長 　補正予算で導入予定の端末２０セットを使
い、少人数から試行する。想定している課題として
労働時間や健康衛生の管理、そして個人情報漏洩問
題がある。対象職員や業務は今後検討していく。ま
た、システム環境としてセキュリティ対策や必要な
ライセンス等の環境も整え、制度設計も行い、今年
度中には着手したい。
 要望 　同じシンクライアント環境を導入している
箕輪町と協調して検討してほしい。
 問 　企業誘致に向けたサテライトオフィスは。
 課長 　下辰野商店街の休眠不動産活用の取り組み
で、居酒屋、カフェ、接骨院等４店舗がオープンし
た。それに加え、シェアサテライトオフィスがオー
プンする計画も進んでいる。

　町公式 LINE アプリの登録状況と今後の活用は
 課長 　7 月から運用を始め、現在の登録者は７５０
人。提供しているサービスはゴミの分別方法や捨て
方の自動応答案内と防災情報である。今後の活用方
法としては、行政サービスのアンケートや住民から
の投稿の受付、電話で受け付けている相談業務の
２４時間対応などが考えられる。

　公園の新設について
 問 　羽北地区に公園を作れないか。
 課長 　一番小さな街区公園でも 2,500㎡の用地が
必要。都市計画が認められれば新設は可能。
 問 　新設の際の課題は。
 課長 　公園の近隣住民の騒音への理解や用地取得
の費用等がある。また公園の維持管理には指定管理
により地域住民の理解と協力も必要。何より地域住
民との合意形成が大切。

信州フューチャーセンターのコワーキングスペース

川島小学校
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コロナ禍の
辰野病院の
現状と対策は

町外出産のため
タクシー代助成等
移動支援を

 町長 
全職員力を合わせて
取り組んでいる

 町長 
すぐに支援内容の
研究を始める

 問 　辰野病院の発熱外来の利用状況は。
 事務長 　4 月～ 8 月に電話も含め 168 件の利用が
あり、うち発熱診療は 30 人。保健所へは 12 人を
紹介した。
 問 　来院者を対象にした新型コロナウイルス感染
症対策は。
 事務長 　入り口に自主的に検温出来る機器を置き、
抗原検査機器が整う 10 月中旬まではＰＣＲの外注
検査と抗原検査の簡易キットで対応する。
 問 　コロナ禍での4月～6月の病院経営への影響は。
 事務長 　前年比外来患者が 11.7％、入院患者が
20％減り、3,500 万円減収。
 問 　減収減益への対策は。
 事務長 　訪問看護に力を入れ患者を積極的に受け
入れ、7 月以降病床利用率が持ち直している。また
検診体制も整え、企業への働きかけもしている。
 問 　病院改革 4 つのプロジェクトは効果が出てい
るか。
 事務長 　薬のジェネリック化（86％）や委託契約
の見直し、地域包括ケア病床の増床などで効果が出
てきている。

　辰野町景観計画の中での歩道、樹木、花壇の管理は
 問 　町景観計画で魅力的な沿道景観の美化に取り
組む団体も高齢化している。持続可能な管理計画の
旗振りを町が進める考えは。
 副町長 　行政だけでなく住民と力を合わせること
が基本と思う。管理計画をどうするか地域と検討す
べき課題。

　子どもと妊婦へインフルエンザ予防接種費用の助成を
 課長 　ワクチン不足で追加発注は難しい中、助成
で接種者が増えると予想される。今年度はできない
が、今後は検討していかなればならない。

　高齢者世帯等へのエアコン設置・購入費助成を
 問 　新型コロナウイルス感染症対策の外出自粛と
酷暑で、自宅で過ごす高齢者が増えた。冬の福祉灯
油購入費用助成のように、夏場の福祉冷房機器購入
費用助成の考えは。
 町長 　全国的にも助成をはじめた自治体も出てき
ているが、現段階では個人宅への助成は厳しい。今
後調査研究する必要がある。

　公民館等へのエアコン設置・購入費助成を
 問 　地域のコミュニティーの中心であり、避難所
にも指定されている公民館や集会所等へのエアコン
設置購入費助成の考えは。
 課長 　28 施設中 9 施設にエアコン設置されている
が、助成の考えはない。
 町長 　防災の観点からも、今後のキーワードだと
考える。検討していきたい。

　保育園での新型コロナウイルス感染症対策として
も、少人数クラスを考え、保育士の増員を
 課長 　机等の消毒やトイレ掃除は保育士が担って
いる。学校の様に委託をしなくてもやっていけると
判断した。また、フリー（複数保育園担当）の正規
保育士を確保している。

　その他の質問
・コロナ禍での不要不急の外出自粛による、認知症・
介護予防等への取り組みは

中央保育園、未満児用トイレ

改革効果が出始めた辰野病院
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新型コロナの
検査体制は
拡充されるのか

 町長 
今後は医療機関で
　　検査される予定
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員

 問 　全国にコロナ感染を拡げている都市部の感染
震源地への検査強化は、町の感染対策上重要なので、
国・県へ対策を要望してほしい。上伊那の検査体制
の見通しは。
 町長 　各医療機関でＰＣＲ検査を行う体制の確立
を図る予定。辰野病院は抗原検査を始める。
 問 　経営危機で医療・介護崩壊を招かないよう、
町内医療福祉事業所に追加支援する考えは。
 課長 　新たに接骨院・整骨院へ補助を行う。マス
クの他、新たに防護服の備蓄も行う。
 問 　国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料は、
コロナで３割以上収入が減る見込みの場合などに、
全額から２割免除になる。この減免特例の適用状況
と周知の取組みは。
 課長 　国保税は 30 件の相談があり、15 件承認し、
210 万円減免した。今後も周知していく。

　公共施設の安全性は
 問 　役場庁舎の
階段は暗くて急で
滑りやすく、けが
人も出ている。危
険性の認識と改善
の考えは。
 課長 　滑り止め
は交換する予定で
見積もりを取って
いる。業者が決ま
り次第、施工する。

　免許返納者への支援は
 問 　免許返納時の運転免許経歴書の取得に要する
費用に対して、箕輪町は 1 万円、伊那市は５千円
補助しているが、町も補助する考えは。
 課長 　県下 23 市町村が何らかの補助をしている。
他町村の動向や効果を見て、判断したい。

　辰野町霊園の改善は
 問 　合葬式墓地について、町営墓地使用者に対し
て先日行った意向調査の結果は。
 課長 　113 人が回答し、区画を返還したいが 55％、
合葬墓への移設希望が 60％。結果は公表する。
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第４次
議会活性化委員会

新型コロナウイルスの影響により、予定してい
た女性タウンミーティングと樋口・宮所地区で
のタウンミーティングが中止となりましたが、
議会主催の中学生議会は予定通り実施いたしま
した。また、毎月開催している議会活性化委員
会については以下に報告をいたします。

　　活動内容
　　７／１６　第１５回　議会活性化委員会
　　　　　　　・中学生議会について
　　　　　　　・休日・夜間議会について
　　　　　　　・現地調査の日程について
　　８／１９　第１６回　議会活性化委員会
　　　　　　　・中学生議会について
　　　　　　　・議員定数・報酬について
　　８／２６　中学生議会の開催
　　９／２８　第１７回　議会活性化委員会
　　　　　　　・中学生議会を振り返って
　　　　　　　・議員定数・報酬について

　　今後の検討項目
　　❖議員定数・報酬について（継続）
　　❖女性タウンミーティングと町民との
　　　タウンミーティングの今後について
　　❖議会のタブレット導入について　他

活動
報告

防災訓練に参加 8/30
㈰

今年は地区毎の防災訓練に代わり、「自宅で被
災したら」を想定したご家庭での行動確認を
呼びかけ、議員は各区の役員の皆さんとほた
るドームで避難所開設の訓練に参加。段ボー
ル製の間仕切りとベッド作りを体験しました。

役場庁舎の階段
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今回も町に対するご意見・ご要望を
町民の皆さんからお話を伺いました

皆
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ん
の
声
を
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　辰野高校で地域おこしの商品
開発に加わったことから食に興
味を持ち、調理師になった。
　味は人の顔の表情に直結して
いるので美味しいものを提供で
きる料理人になりたい。

　日頃から学童を利用している
が、コロナ禍の長期休校期間も
安心して仕事をすることができ
た。また、図書館のイベントや
手厚い指導が親子共に大変あり
がたかった。

　区の球技大会で知り合った
40才代の仲間が時々集まり、
トリムバレーを通じて絆を深
めている。同年代の会話はと
ても楽しい。通学路の安全に
ついても、よく話題になる。

　大好きな花を、庭や畑の隅
に作って楽しんでいる。ほたる
童謡公園で行われる軽トラ市
に参加するため、豆や野菜を
楽しみながら栽培している。
　我が家は親子 3 代の 7 人家
族だが、少子化対策は必要。

町民の皆さんより、議会だよりに対するご意見・ご感想を寄せていた
だきました。ありがとうございました。以下に紹介いたします。
•議会だより78号の表紙写真の撮影場所の問い合わせ。
•「町民の声」のコーナーに、議会に対するコメントや感想を入れた
ほうが良い。
•２つの常任委員会のページを色分けする必要はない。
•以前より、議会だよりが読み易くなった。
町民の皆さんからのお声を参考に、少しでも多くの方にご愛読いただ
き、議会に関心を寄せてもらえるような紙面づくりをしてまいります。

議会広報編集委員一同

次回定例会のご案内

開　　　会　１２/１㈫
閉　　　会　１２/１６㈬
一 般 質 問　１２/８㈫・９㈬
委員会審査　１２/１０㈭・１1㈮
※確定した日程は新聞等でご確認ください

議会だよりへの声議会だよりへの声

皆様からのご意見・ご要望お待ちしております。ご気軽に議会事務局までお寄せください。

　町には生活環境の整備をお願
いしたい。遊休農地やその土手
の整備、老朽化により崩れそう
な空き家、浸食されて危険な護
岸など、環境の整備を進めて欲
しいと思う。

12月定例会予定12月定例会予定
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